	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成２４年９月２０日（金）午前１０時００分

	閉会日
	平成２４年９月２０日（金）午前１１時４５分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　木村さゆり　　

副委員長　　原田秀俊
委　　員　　すえ規代　　川本勝幸　　加藤　武
　　　　　　伊藤祐司　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　　田一平
総務部長　　　　　　川本　忠　　次長　　　　　山下幸信
財政課長　　　　　　青山　均　　財政係長　　　井上隆雄　　
管財係長　　　　　　粕谷庸介　　

企画部長　　　　　　水野正志　　
次長兼市民協働課長　野田和裕

企画政策課長　　　　加藤正純　　総合政策係長　門前　健

市民協働課長補佐　　浦川　正　　協働係長　　　福岡弘恵
福祉課長　　　　　　中西直起　　課長補佐　　　西山琢也

長寿課長　　　　　　加藤孝之　　介護保険係長　中野智夫
保健医療課長　　　　浅井雅代　　

田園バレー事業課長　森裕子
都市計画課長　　　　川本晋司

消防長　　　　　　　伊藤正彦　　
消防調整監兼消防本部総務課長　寺島一裕　

主任専門員　　　　　伊藤　薫　　

消防署通信指令室長　青山八郎 　通信係長　　久保田直也

教育文化部次長兼教育総務課長　布川一重　　

課長補佐　　　　　　日比野裕之　　　　　　 計　２６人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　　加藤和男
議会事務局長　　　　松原幸雄　　局長補佐　　　貝沼圭子

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言
議案第４1号

財政課長　　　議案第４１号平成２４年度長久手市一般会計補正予算（第１号）について説明

川本委員　　　教育費－小学校費、中学校費のトイレ改修工事設計業務委託は、どの程度の改修を計画しているか。
教育総務課長　今回の実施校は、長久手小学校、西小学校、東小学校、長久手中学校の４校。便器の洋式化、床の乾式化、床・天井・壁・サッシ・トイレブースの取り換え、照明のＬＥＤ化、配管・洗面台の交換、多目的トイレの設置等を計画している。
川本委員　　　臭い対策にはなるのか。

財政課長　　　対策になる。

加藤委員　　　設計業務委託は、４校一括発注か。金額については精査しているか。
教育総務課長　一括発注予定である。各校トイレブースの数も違い予算計上額に差があるが、各校同じ仕様で考えている。

加藤委員　　　工事はいつ実施するのか。
教育総務課長　原則、夏休み。但し、中学校は夏休み中も部活があり、トイレが使用できないと支障があるので、２か年となるかもしれない。

伊藤委員　　　以前、学校のトイレの洋式化については、すべての洋式化は難しいとのことだった、今回の改修工事は、すべてのトイレを洋式化するものか。

教育総務課長　改修工事では、家庭と学校のトイレ環境の差を小さくしたい。児童生徒、保護者、教職員等の意見も聞きながら相談していきたい。

加藤委員　　　民生費－社会福祉費の障がい者への相談支援体制充実・強化事業は、「おかげさん」への委託となるのか。

福祉課長　　　この事業は、今年度「おかげさん」へ委託した総合相談事業の延長として実施するもの。最も効果的に事業を実施できるのは「おかげさん」への委託と判断している。

副委員長　　　「おかげさん」への委託期間はどれくらいか。
福祉課長　　　単年度の委託であるが、現在市内でこの相談事業に必要な資格、能力を有するのは、「おかげさん」１か所だけと認識している。

副委員長　　　農林水産業費－農業費の新規就農総合支援事業補助金は、どのような補助事業か。
田園バレー事業課長

　就農後間もない農業者支援のための補助金で、平成24年度からの補助事業。農業者の高齢化、後継者不足、耕作放棄対策のために市が策定する「人・農地プラン」に基づき、その地域で給付要件に合う人に対して支援するもの。
副委員長　　　民生費－社会福祉費の地域福祉計画策定のために実施するアンケートのスケジュールはどのようか。
福祉課長　　　全世帯を対象に１月～２月にアンケート、３月に集計・分析を予定。国のセーフティネット対策事業の全額補助で行うので、年度に完了しなければならない。

丹羽委員　　　小中学校のトイレ改修について、工事発注の予定はどのようか。

教育総務課長補佐

各校ごとに発注予定。

加藤委員　　　トイレ改修の際に、臭い対策は講じるのか。
教育総務課長補佐
臭いの大きな原因は、水洗いをする湿式の床、配管の老朽化と考えている。今回の改修で水洗いをしない乾式の床にし、配管は交換することで抑制できるが、日常の清掃や維持は必要。
加藤委員　　　光触媒や換気などの方法は考えないのか。

教育総務課長補佐

臭いの発生を抑制するように考えていきたい。

伊藤委員　　　トイレ改修工事の財源は手当てしているか。

教育総務課長　文部科学省の交付金を要望したい。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

議案第４１号平成２４年度長久手市一般会計補正予算（第１号）については、全員が賛成。

議案第４１号は、原案のとおり可決
認定第３号

財政課長　　　認定第３号平成２３年度長久手市土地取得特別会計決算認定について説明

丹羽員長　　　高針御嶽線の用地購入は、未買収の用地がどれくらい残っているか。
都市計画課長　今平成２３年度で用地買収は完了し、工事発注をした。買い戻しを含め、来年度で事業が完結する予定。　　
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

採決の結果、認定第３号平成２３年度長久手市土地取得特別会計決算認定については、全員が賛成。

認定第３号は、原案のとおり可決
　　　　　　　　　　
議案第４4号

財政課長　　　議案第４４号長久手市財産の交換、譲渡、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例について説明

副委員長　　　国等に対する寄附等の制限がなくなったが、国への財産譲渡は起こりうるのか.また、今までにあったか。

財政課長　　　想定は難しいが、法改正に伴うものなので条文整理をした。今までに該当するようなことはなかった。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

採決の結果、議案第４４号長久手市財産の交換、譲渡、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第４４号は、原案のとおり可決
　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
委員長　　　　この際、暫時休憩とする。
１０時５５分　　　休憩

　　　　　　　１１時０５分　　　再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

　　　　　　　所管事務調査を行うので、説明を求める。

企画政策課長　自治基本条例策定の進捗状況について説明
副委員長　　　自治基本条例には、議会の責務、議員の義務が定義される。議会に求めるものについて、時間をかけ、互いに啓発、協力できる状況を作ってほしい。

企画政策課長　議会の責務、議員の責任の規定は、必要になると思う。また、議会基本条例、自治基本条例の整合性を図ることも必要。
伊藤委員　　　今年度の予定として、市民意識調査で自治基本条例に関する市民の考えを把握とあるが、調査結果は分析後、市民へフィードバックするのか。

総合政策係長　この市民意識調査は、自治基本条例制定の気運が高まったかどうかを判断する材料にしたい。

委員長　　　　次の項目の説明を求める。

市民協働課長　平成２４年度協働まちづくり事業活動助成状況について説明
すえ委員　　　「はじめの一歩助成」「元気なまちづくり助成」の申請と採択は、それぞれ何件か。
市民協働課長　「はじめの一歩助成」は、申請１件で採択。「元気なまちづくり助成」は、申請１２件、採択１１件。

副委員長　　　助成事業それぞれの活動内容を見ると、地域共生ステーションの活動を支える具体例になると思う。これらが、地域共生ステーションの核となるよう方向付けをしてほしいし、そうなってほしいと期待する。

市民協働課長　彼らが地域で地域活動を継続すること、また、地域だけでなく他の地区へ活動を広げることも期待している。地域共生ステーションで活動することも可能であろうし、その活動が他の地域共生ステーションへ波及するようになってほしい。
丹羽委員　　　「元気な地域づくり助成」の助成回数、１団体あたり３回までとあるが、１年に３回助成するのか。

市民協働課長　助成は、１事業につき年１回。前年に続き助成する団体もある。

丹羽委員　　　成果報告会は、事業ごとに行うのか、全事業をまとめて行うのか。

市民協働課長　年度末にはすべての事業が完了するので、４月に全事業の報告会を予定している。

委員長　　　　次の項目の説明を求める。

消防署指令室長

消防救急デジタル無線施設整備の進捗状況について説明
副委員長　　　共同運営は、尾三消防本部で情報を受け、各市等からの派遣職員で対応する。対象地域もかなり広くなり、対応する職員も地域事情に疎くなるが、発信者は不安を感じないか。また、災害情報等が、的確に指令台に集まるのか。
消防長　　　　各消防に入っていた１１９番通報が、全て指令センターに集まるので、タイムラグがなくなり、災害情報も減少することはない。
副委員長　　　指令センターで救急通報を受けるようになると、搬送先の判断が変わることはないか。

消防署指令室長

搬送先の病院は、ほとんどの場合、救急隊の救命士が判断している。共同運営になっても対応は変わらないので、支障はないと考えている。

委員長　　　　以上で所管事務調査を終了する。
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午前１１時４５分　終了
　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年９月２１日

総務委員会委員長　　
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